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覚えておきたいレジオネラ事故

１９７６年（昭和５１年）７月　米国ペンシルベニア州フィラデルフィア

米国在郷軍人会（American Legion）総会の参加者やホテル周辺の通行人などに原因不明の重症肺炎が集団発生。発症者221名、うち死亡者29名。そこで、在郷軍人病と呼ばれていた。

原因菌はホテルの空調機の冷却水で増殖していた細菌と同一の性状をもつ，今までに知られていない新しい菌であった。
１９６８年　米国ミシガン州ポンティアック

保険部の建物の勤務者、訪問者の144名が急性熱性疾患に罹患した。1977年に抗体調査により非肺炎型のレジオネラ症で、ポンティアック熱と呼ばれる。咳は殆どなく、発熱、悪寒、倦怠感、頭痛など風邪と似た症状が現れるが、3～5日以内に自然回復する。
１９８５年４月から５月　英国スタフォード（ロンドンの北西約２００km）

欧州の大規模な集団発生。病院の冷却塔が原因と疑われ、レジオネラ肺炎患者が168名、死亡者が46名の集団感染が発生した。

１９９４年（平成６年）８月　東京都渋谷区の企業の研修所
宿泊研修中であった研修生43名と研修所職員2名の合計45名が発熱、咽頭痛、関節痛、頭痛、呼吸困難などの症状を訴えた。年齢は18～62歳で平均29歳。咽頭痛を訴えた患者で軽度の咽頭粘膜の発赤を認められた。ポンティアック熱であったと推定された。
１９９６年（平成８年）１月　東京の大学病院新生児室

新生児３名がレジオネラ感染によると思われる下気道炎を呈し、１名が死亡した。発生原因として、加湿器あるいは給湯器（温水の蛇口、加湿器、加温器からレジオネラ検出）の汚染が考えられた。

２０００年（平成１２年）３月　静岡県掛川市の温泉利用の入浴施設
２月11日にオープン。３月下旬に複数の病院からレジオネラ肺炎を疑う報告。いずれも同一の複合レジャー施設内の温泉に入浴していた。発症者23名、死亡者２名。
　同一循環ろ過装置を使用している２か所の浴槽水（露天気泡湯，内湯）から、患者と同型のレジオオネラが検出された。浴槽水分離株と患者分離株の遺伝子解析の結果同一であった。

２０００年（平成１２年）６月　茨城県石岡市の入浴施設
４月７日にオープン。6月23日医療機関からレジオネラ肺炎を疑う患者の発生報告。施設の浴槽水循環系統の殺菌効果が不十分で、ろ過装置を中心とした循環系でレジオネラが増殖し浴槽水を汚染させたと推察（患者と施設の浴槽水等から検出されたレジオネラが、遺伝子解析で同一起源菌株）された。疑いを含め発症者45名、死亡者３名。患者は５月20日から6月23日に利用し、おもに6月8日から27日にかけて発熱、喀痰、呼吸困難、頭痛、倦怠感等の症状を呈した。
２００２年（平成１４年）７月　宮崎県日向市の大型浴場

国内最大のレジオネラ事故。６月20日にプレオープン。７月18日､ ３名の患者がレジオネラ症様の症状を呈し､ ３名とも同じ温泉施設を利用していたという連絡が､医療機関より保健所にあった。調査で、利用者多数が発熱、咳、頭痛等の症状を呈していた。発症者の喀痰と浴槽水から検出されたレジオネラの遺伝子が一致した。疑いを含め発症者295名、死亡者７名。発生原因として、①源泉タンク、ヘアーキャッチャーなどの清掃、消毒が不十分であった。②ろ過装置内の洗浄が行われず、アメーバやレジオネラの増殖場所を提供した。③浴槽水の消毒に必要な塩素濃度が維持できていなかった。
２００２年（平成１４年）８月　鹿児島県東郷町の温泉施設
８月10日に仮オープン、９月には全館オープンの予定であった。８月13日～14日にかけ利用した男性がレジオネラ症と診断され､ ８月20日に死亡した。発症者９名、死亡者１名。
死亡者と浴槽水から同一のレジオネラが検出され、ろ過装置内でレジオネラが増殖したと考えられた。 ヘアーキャッチャー､ 配管・給湯口のバイオフィルム､ ろ過材等からレジオネラが分離された。
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１９９８年（平成１０年）５月　東京都の特別養護老人ホーム
循環式浴槽（２４時間風呂）が感染源とするレジオネラ肺炎で入所者１名死亡。
２００３年（平成１５年）１月　関西を本拠地とする豪華客船

乗船者の男性３名が大浴場を感染源とするレジオネラ肺炎で発症。

２００７年（平成１９年）９月　鹿児島県の足湯
高圧洗浄機を使って浴槽を清掃した男性がレジオネラ肺炎で発症。

２００７年（平成１９年）１０月　新潟県新潟市の家庭

超音波式加湿器が感染源となり、レジオネラ肺炎で男性１名死亡。

